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近
代
日
本
の
文
法
学
成
立
期
に
お
け
る
語
の
認
識 

 

金 

銀
珠 

 

  

１ 

は
じ
め
に 

 

語
と
い
う
単
位
は
文
法
学
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
語
が
結
合
し
文
を
作
る
過
程
を
研
究

す
る
の
が
統
語
論
で
、
語
を
分
解
し
て
よ
り
小
さ
い
単
位
の
構
成
要
素
を
研
究
す
る
の
が
形
態
論
で
あ
り
、

語
は
統
語
論
と
形
態
論
が
交
差
す
る
文
法
学
の
中
心
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
は
文
法
学

の
中
心
的
な
概
念
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
日
で
も
定
義
不
可
能
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、

語
の
定
義
に
関
わ
る
意
味
、
形
態
、
統
語
的
要
素
の
何
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
語
の
中
身
が
異
な
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
な
語
の
定
義
の
難
し
さ
か
ら
、
今
日
の
日
本
語
文
法
学
に
お
い
て

も
語
概
念
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
論
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
が
そ
の
実
情
で
あ
る
1

。 
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本
稿
で
は
、
近
代
日
本
の
文
法
学
成
立
期
に
お
い
て
、
語
と
い
う
単
位
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
本
稿
で
言
う
近
代
文
法
学
成
立
期
と
は
、
明
治
前
期
か
ら
今
日

の
語
の
認
識
に
繋
が
り
、
現
行
の
学
校
文
法
の
基
礎
を
築
い
た
大
槻
文
彦
文
法
の
『
広
日
本
文
典
・
同
別
記
』

(
1

8
9

7
）
が
成
立
す
る
時
期
ま
で
を
指
す
。
近
代
文
法
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
近
代
文
法
学
に
お
い
て
は
、
日

本
語
の
文
法
学
を
新
た
に
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
過
程
の
中
で
、
語
の
規
定
は
定
義
可
能
か
ど
う
か
に
関
わ

ら
ず
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
学
校
文
法
で
行
わ
れ
る

品
詞
分
類
は
近
代
文
法
学
に
お
け
る
大
槻
文
彦
文
法
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
近
代

日
本
の
文
法
学
成
立
期
に
お
け
る
語
の
認
識
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
語
の
認
識
に
も
繋
が

る
問
題
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
金
（2

0
1

0

）
で
は
近
代
文
法
学
に
お
け
る
助
動
詞
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
る

中
で
、
近
代
文
法
学
の
語
概
念
の
認
識
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
金
（2

0
1

0

）
と
は
視

点
を
変
え
、
語
の
認
識
そ
の
も
の
の
成
立
に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

以
下
、
第
２
節
で
明
治
前
期
の
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
し
、
第
３
節
で
大
槻
文
彦
文
法

に
お
け
る
語
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
の
第
４
節
で
全
体
を
ま
と
め
る
。
な
お
、
明
治
前
期
の
文

典
と
大
槻
文
彦
文
法
に
分
け
て
考
察
を
行
う
の
は
、
明
治
前
期
の
錯
綜
し
た
状
況
が
大
槻
文
彦
の
語
の
認
識

に
お
い
て
一
応
解
決
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。 
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２ 

明
治
前
期
の
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識 

  
本
節
で
は
、
ま
ず
明
治
前
期
の
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
明
治
前
期
は
江
戸
期
以

来
の
伝
統
的
国
語
学
に
の
っ
と
っ
て
日
本
語
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
論
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
英
語
等
の
西
洋

文
典
の
方
法
に
よ
っ
て
日
本
語
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
論
が
混
在
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
語
の
認
識
に
つ

い
て
も
西
洋
文
典
の
品
詞
分
類
に
倣
っ
て
日
本
語
の
語
類
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
文
典
と
（
以
下
、
洋
式
日

本
文
典
と
略
）
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
国
語
学
の
語
分
類
を
引
き
継
い
だ
文
典
（
以
下
、
伝
統
的
文
典

と
略
）
が
両
立
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
洋
式
日
本
文
典
と
伝
統
的
文
典
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
認

識
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
に
考
察
す
る
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
閲
覧
可
能
な
も
の
で
あ
る
。 

 

（
１
）
明
治
前
期
の
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識 

 

本
節
で
は
、
ま
ず
明
治
前
期
の
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
山
東
（2

0
0

2

）

に
よ
る
と
、
明
治
四
年
（1

8
7

1

）
ま
で
は
国
学
者
主
導
の
言
語
研
究
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
近
代
文
法

学
が
移
入
さ
れ
る
ま
で
、
洋
学
者
主
導
の
文
法
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
明
治
前
期
は
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お
お
よ
そ
、
以
下
の
よ
う
な
洋
式
日
本
文
典
に
よ
る
文
法
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
時
期
と
言
え
る
。 

こ
こ
で
参
考
に
す
る
洋
式
日
本
文
典
は
、
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
（1

8
7

5

）
、
②
中
根
淑
『
日
本

文
典
』
（1

8
7

6

）
、
③
旗
野
十
一
郎
『
日
本
詞
学
入
門
』
（1

8
7

8

）
、
④
藤
田
惟
正
・
高
橋
富
兄
『
日
本
文
法
問

答
』（1

8
8

5

）
の
四
冊
で
あ
る
。
こ
の
中
、
明
治
前
期
の
代
表
的
な
洋
式
日
本
文
典
で
あ
る
①
田
中
義
廉
『
小

学
日
本
文
典
』
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
書
を
訳
し
た
『
訳
和
蘭
文
語
』（
大
庭
雪
斎1

8
5

6

）
、
②
中
根
淑
『
日

本
文
典
』
は
『
英
吉
利
文
典
』
（
開
成
所
版

1
8

6
6

）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（
古
田

1
9

5
9

a, b

）
。
『
英
吉
利
文
典
』
は
大
槻
文
彦
の
「
和
蘭
字
典
文
典
の
訳
述
起
原
」

(
1

8
9

8

）
に
お
い
て
、
明
治
期
に
お
け
る
英
学
書
と
し
て
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
影
響
も
非
常
に
大
き

か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、
洋
式
日
本
文
典
の
語
の
説
明
に
つ
い
て
見
る
。
例
え
ば
、
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
で
は

語
は
「
詞
」
と
呼
ば
れ
、
品
詞
分
類
の
最
初
の
所
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

夫
れ
詞
は
、
人
の
声
に
発
し
其
志
を
告
ぐ
る
も
の
に
し
て
大
凡
章
句
を
綴
り
、
或
は
、
説
話
を
組
成
す 

る
も
の
」
（
巻
二
、
一
オ
） 

こ
の
記
述
か
ら
「
詞
」
と
い
う
単
位
は
、
音
声
を
持
つ
と
い
う
形
態
的
な
側
面
、
意
味
を
持
つ
と
い
う
意
味

的
な
側
面
、
文
や
談
話
の
構
成
要
素
に
な
る
と
い
う
統
語
的
な
側
面
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
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こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
実
際
の
語
の
認
識
に
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
品
詞
分
類
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
語
を
一
定
の
基
準
に
従
っ
て

グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
い
く
作
業
が
品
詞
分
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
品
詞
は
ま
ず
語
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
品
詞
論
は
、
語
を
意
味
、

形
態
、
統
語
的
な
側
面
か
ら
具
体
的
に
規
定
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

品
詞
分
類
の
中
で
語
に
対
す
る
認
識
を
間
接
的
に
読
み
取
っ
て
い
く
作
業
が
必
要

と
な
る
。 

ま
ず
、
①
～
④
の
資
料
に
お
け
る
品
詞
分
類
を
上
記
表
１
に
ま
と
め
る
。
表
１
を

見
る
と
、「
名
詞
、
代
名
詞
、
形
容
詞
、
動
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
感
詞
（
感
動
詞
2

）
」

の
七
品
詞
は
四
冊
と
も
に
共
通
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
洋
式
日
本
文
典
で
、
品
詞

を
七
な
い
し
八
品
詞
に
分
け
る
の
は
、
次
節
で
見
る
よ
う
な
江
戸
期
以
来
の
伝
統
的

な
国
語
学
の
立
場
に
は
な
い
も
の
で
、
こ
れ
は
西
洋
文
典
に
倣
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
が
下
敷
き
に
し
た
『
訳
和
蘭
文
語
』
で
は
、
品
詞

は
実
辞
（
名
詞
）
、
性
辞
（
形
容
詞
）
、
陪
辞
（
名
詞
修
飾
語
）
、
数
辞
（
数
詞
）
、
代

辞
（
代
名
詞
）
、
活
辞
（
動
詞
）
、
副
辞
（
副
詞
）
、
冒
辞
（
前
置
詞
）
、
接
辞
（
接
続

表１ 洋式日本文典の品詞分類 

 ① ② ③ ④ 

共通品詞 名詞、代名詞、形容詞、動詞、副詞、接続詞、感詞 

その他の品詞 無し 後詞 無し 後詞 

品詞計 ７品詞 ８品詞 ７品詞 ８品詞 

助動詞の扱い 動詞の下位一種類 
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詞
）
、
間
辞
（
感
動
詞
）
の
十
品
詞
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
が
下
敷
き
に
し

た
『
英
吉
利
文
典
』
で
は
、N

o
u

n
s

（
名
詞
）
、 

V
erb

s

（
動
詞
）
、 

A
d

jectiv
es

（
形
容
詞
）
、 

P
ro

n
o

u
n

s

（
代

名
詞
）
、 

A
d

v
erb

s

（
副
詞
）
、 

P
rep

o
sitio

n
s

（
前
置
詞
）
、 

C
o

n
ju

n
ctio

n
s

（
接
続
詞
）
、 

In
terjectio

n
s

（
感

嘆
詞
）
の
八
品
詞
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

品
詞
の
種
類
を
見
る
と
、「
A
西
洋
文
典
に
あ
り
、
内
容
も
概
略
一
致
す
る
品
詞
―
名
詞
、
代
名
詞
、
動
詞
、

副
詞
、
接
続
詞
、
感
詞
」
と
、「
B
西
洋
文
典
に
似
た
よ
う
な
品
詞
が
あ
る
が
、
内
容
が
異
な
る
も
の
―
形
容

詞
、
後
詞
、
助
動
詞
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
で
、
後
者
の
B
グ
ル
ー
プ
―

形
容
詞
、
後
詞
、
助
動
詞
―
に
注
目
し
、
西
洋
文
典
と
洋
式
日
本
文
典
の
語
の
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
B
グ
ル
ー
プ
の
中
、
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
金
（2

0
0

6

）
で
幕
末
明
治
期
を
経
て
近
代
日
本
の

文
法
学
に
お
け
る
形
容
詞
概
念
の
変
遷
と
成
立
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛

す
る
。
ま
た
、
助
動
詞
は
①
～
④
の
資
料
で
は
独
自
の
品
詞
と
し
て
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
語
の
認
識

法
を
考
え
る
際
に
重
要
な
所
で
あ
る
た
め
、
後
詞
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 

ま
ず
「
後
詞
」
に
つ
い
て
見
る
。
後
詞
は
、
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
、
④
藤
田
惟
正
・
高
橋
富
兄
『
日
本

文
法
問
答
』
に
お
い
て
品
詞
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
後
詞
」
は
い
わ
ゆ
る
助
詞
（
や
接
続
助
詞
等
）
に

相
当
す
る
品
詞
で
、
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 
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後
詞
ハ
名
詞
お
よ
び
其
ノ
他
ノ
詞
ニ
陪
シ
テ
、
以
種
々
ノ
意
味
ヲ
形
ス
者
ナ
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
下
巻
、
三
十
オ
） 

②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
は
前
述
の
よ
う
に
、『
英
吉
利
文
典
』
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
で
立
て
ら
れ
た
八
つ
の
品
詞
は
『
英
吉
利
文
典
』
の
品
詞
と
一
致
し
、
そ
の

対
応
関
係
か
ら
、
後
詞
はP

rep
o

sitio
n

の
前
置
詞
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
英
吉
利
文
典
』

の
前
置
詞
の
説
明
は
「P

rep
o

sitio
n

 is a w
o

rd
 u

su
ally

 p
laced

 b
efo

re n
o

u
n

s.

」
「A

 p
rep

o
sitio

n
 sh

o
w

s th
e 

co
n

n
ectio

n
 a n

o
u

n
 h

as w
ith

 o
th

er w
o

rd
s in

 th
e sen

ten
ces

」
（p

.1
5

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
述

の
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
の
「
後
詞
」
の
説
明
と
類
似
す
る
。
た
だ
、
日
本
語
の
助
詞
、
接
続
助
詞
等
は
前

置
詞
と
は
違
い
、
主
に
名
詞
の
後
に
接
続
す
る
と
い
う
特
徴
か
ら
「
後
詞
」
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
、
③
旗
野
十
一
郎
『
日
本
詞
学
入
門
』
の
よ
う
に
、
助
詞
類
を
独

立
の
品
詞
類
に
立
て
な
い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
は
前
述
の
よ
う
に
『
訳

和
蘭
文
語
』
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
訳
和
蘭
文
語
』
で
は
前
置
詞
に
当
た
る
冒
辞
が

立
て
ら
れ
て
い
る
3

。
元
の
西
洋
文
典
で
は
品
詞
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
役
割
が
類

似
す
る
助
詞
類
を
品
詞
と
し
て
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
助
詞
類
が
「
名
詞
の
格
変
化
」
の
機
能
を
果
た
す
と
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考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
「
名
詞
の
格
」
と
い
う
所
で
、
助

詞
の
機
能
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

名
詞
の
互
に
相
関
係
し
、
或
は
他
の
詞
に
関
係
す
る
と
き
、
其
作
動
の
、
又
達
す
る
知
合
を
、
示
す
も 

の
な
り
、
こ
れ
を
格
と
い
ふ
。
即
ち
テ
ニ
ヲ
ハ
の
類
に
し
て
、
独
立
す
る
詞
に
な
ら
ず
。 

（
巻
二
・
八
ウ
） 

こ
の
よ
う
に
、
助
詞
は
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
名
詞
の
格
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
た
め
、

｢

独
立
の
詞
」
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
助
詞
の
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』

が
下
敷
き
に
し
て
い
る
『
訳
和
蘭
文
語
』
で
示
さ
れ
る
名
詞
の
「
格
」
の
説
明
と
関
係
が
あ
る
。『
訳
和
蘭
文

語
』
で
は
名
詞
の
格
に
つ
い
て
、
「
「
ナ
ー
ム
ハ
ル
レ
ン
」
按
ス
ル
ニ
名
落
ル
ノ
義
恐
ク
ハ
事
物
の
名
「
ガ
ノ

ニ
ヲ
」
等
ノ
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
ニ
変
シ
落
ル
ト
云
義
ナ
ラ
ン
今
前
輩
ニ
従
ヒ
格
ト
訳
ス
」
と
し
、「
其
関
係
ヲ
見

ハ
ス
所
ノ
変
勾
ヲ
其
辞
尾
ニ
受
ル
ナ
リ
此
変
勾
ヲ
格
ト
名
ク
」（
前
編
上
巻
・
二
七
ウ
〜
二
八
オ
）
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
名
詞
が
格
変
化
す
る
た
め
、
名
詞
の
格
変
化
形
の
中
に
日
本
語
の
助
詞
が

果
た
す
よ
う
な
役
割
が
説
明
さ
れ
、
格
変
化
は
名
詞
自
身
の
形
態
変
化
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
助
詞
類
を
一
品
詞
に
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
名
詞
の
格
変
化
が
名
詞
の
形
態
変
化
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
助
詞
類
も
名
詞
の
格
関
係
を
表
す
形
態
変
化
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
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は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

テ
ニ
ヲ
ハ
の
助
詞
類
が
独
立
の
詞
に
な
ら
な
い
の
は
、
助
詞
が
名
詞
に
後
接
す
る
付
属
形
式
で
あ
る
点
が

そ
の
理
由
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
だ
と
同
じ
く
付
属
形
式
で
あ
る
日
本
語

の
助
動
詞
も
独
立
の
詞
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
助
動
詞
は
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
で
独
立

の
詞
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
従
っ
て
、
日
本
語
の
助
詞
、
接
続
助
詞
の
よ
う
な
形
式
群
を
ま
と

め
て
独
立
の
品
詞
と
し
て
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
付
属
形
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
、
蘭
学
文
典
の
説
明

に
合
わ
せ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
名
詞
の
格
変
化
形
の
よ
う
に
日
本
語
の
助
詞
を
理
解
し
た
こ
と
が
よ
り
主
要
な

原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
助
動
詞
の
扱
い
方
に
つ
い
て
見
る
。
助
動
詞
は
表
１
で
見
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
資
料
に
お
い
て
動

詞
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
動
詞
の
一
種
に
は
他
に
「
自
動
詞
」「
他
動
詞
」
等
が
含
ま
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
洋
式
日
本
文
典
で
助
動
詞
が
自
動
詞
、
他
動
詞
と
同
様
に
動
詞
と
い
う
独
立
の
語
と
し
て
認
め
ら

れ
る
の
は
、
元
に
な
っ
て
い
る
西
洋
文
典
の
助
動
詞
の
扱
い
方
に
倣
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
助
動
詞
は
前

述
の
『
訳
和
蘭
文
語
』
や
『
英
吉
利
文
典
』
の
よ
う
な
西
洋
文
典
に
お
い
て
も
、
自
動
詞
、
他
動
詞
と
共
に

動
詞
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
英
語
の
助
動
詞
は
動
詞
に
付
属
し
た
形
式

で
は
な
く
、
動
詞
と
同
様
に
時
制
変
化
形
等
を
持
ち
、
自
立
し
た
形
式
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
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語
の
「
助
動
詞
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
も
、
蘭
学
文
典
の

h
u

lp
 w

o
o

rd
en

（
助
け
る
動
詞
）
や
英
学
文
典

のau
x

iliary
 v

erb
s

（
補
助
す
る
動
詞
）
、 

h
elp

in
g

 v
erb

s

（
助
け
る
動
詞
）
と
い
う
意
味
を
直
訳
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
既
に
金
（2

0
1

0

）
で
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

 

以
上
の
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
品
詞
分
類
お
よ
び
助
詞
、
助
動
詞
類
の
扱
い
方
か
ら
、
洋
式
日
本
文
典

に
お
い
て
は
、
語
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
明
確
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
西
洋
文
典

の
分
類
を
そ
の
ま
ま
か
、
或
い
は
少
し
変
容
さ
せ
る
形
で
日
本
語
の
語
の
分
類
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い
る
姿

が
見
て
取
れ
る
。 

ま
た
、
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
助
詞
、
助
動
詞
類
の
語
の
認
識
は
西
洋
文
典
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
が
具
体
的
に
西
洋
文
典
の
語
の
認
識
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
西
洋
文
典
の
語
は
、
ま
ず
、
分
か
ち
書
き
の
単
位
に
な
る
も
の
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
例
え

ば
、『
英
吉
利
文
典
』
の
例
文
で
「I lo

o
k

ed
 a

t th
e su

n
.

」（p
.1

4

）
の
前
置
詞
や
冠
詞
（
冠
詞
は
英
吉
利
文
典

で
は

A
d

jectiv
es

の
一
つ
と
さ
れ
る
）
が
一
つ
の
語
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
音
声
的
に
そ
れ

だ
け
で
切
っ
て
言
え
る
独
立
し
た
単
位
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
品
詞
は
当
時
、
主
に
「ety

m
o

lo
g

y

」
と
い
う

用
語
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
お
り
4

、『
英
吉
利
文
典
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
し
、『
英
吉
利
文
典
』

の
品
詞
の
説
明
の
部
分
で
は
、
品
詞
を
表
す
「p

arts o
f sp

eech

」（
発
話
の
部
分
）
と
い
う
用
語
が
所
々
用
い
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ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
語
に
対
す
る
認
識
の
前
提
―
発
話
上
、
音
声
的
に
切
っ
て
言
え
る
独
立

し
た
単
位
―
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
「I lo

o
k

ed
 at th

e su
n

.

」
は
五
つ
の
語
が
分
か
ち
書
き
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
単
位
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
語
が
他
の
要
素
と
切
っ
て
分
離
し
て
言
え
る
独
立

の
単
位
で
あ
る
こ
と
は
、
語
が
ま
ず
形
態
的
（
音
声
的
）
に
完
結
し
、
独
立
し
た
単
位
で
あ
る
こ
と
を
内
包

し
て
い
る
。
語
の
形
態
的
完
結
性
は
、
前
置
詞
のat

をa-

で
切
り
、
冠
詞
のth

e

をth
-

の
途
中
で
切
っ
て
し

ま
う
と
、
一
語
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
形
態
的
に
完
成
し
て
い
る
と
い
う
語
そ
の
も
の
の
音
声
的
な
完
結

性
で
あ
る
。
ま
た
、
語
の
形
態
的
独
立
性
と
は
、
例
え
ば
、
前
記
英
語
文
の
五
つ
の
語
は
他
の
語
と
の
関
係

か
ら
見
た
時
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
は
、
各
語
を
独
立
し
て
そ
れ
だ
け
で
言
え
る
と
い
う
こ

と
と
、
「I lo

o
k

ed
 at th

e b
ig

 su
n

.

」
の
よ
う
にat

とsu
n

の
間
にth

e

と
い
う
別
の
語
が
介
在
出
来
、th

e

と

su
n

の
間
にb

ig

と
い
う
別
の
語
が
介
在
出
来
る
こ
と
か
ら
確
認
出
来
る
。 

一
方
、
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
品
詞
は
、
西
洋
文
典
に
お
け
る
独
立
し
た
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
を

持
つ
「
発
話
の
部
分
」
と
い
う
語
の
認
識
を
基
盤
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
次
の
日
本
語
の
助
動
詞
お

よ
び
助
詞
類
の
振
る
舞
い
方
を
見
よ
う
。 

（
１
）
行
き―

早
く―

た
り  

（
助
動
詞
） 

 

（
２
）
行
け―

早
く―

ば  
 

（
接
続
助
詞
） 
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（
３
）
学
生―

の  
 

 
 

 
 

（
助
詞
） 

 

（
４
）
学
生―

一
人―

の  
 

 

（
助
詞
） 

 
（
５
）
学
生―

と―

の  
 

 
 

（
助
詞
） 

(

１
）
の
助
動
詞
お
よ
び
（
２
）
の
接
続
助
詞
と
動
詞
の
語
基
と
の
間
に
は
「
早
く
」
の
よ
う
な
別
の
語
を
挿

入
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
動
詞
の
語
基
単
独
と
助
動
詞
・
接
続
助
詞
の
単
独
で
は
形
態
的
に
完
結
し
て
い

る
独
立
の
単
位
で
は
な
く
、
動
詞
の
語
基
と
助
動
詞
、
接
続
助
詞
が
接
続
し
た
「
行
き
た
り
」「
行
け
ば
」
全

体
で
独
立
し
た
単
位
に
な
る
た
め
、
独
立
し
た
語
を
そ
の
間
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

点
、
助
詞
は
助
動
詞
、
接
続
助
詞
よ
り
独
立
性
が
高
い
。
助
詞
は
ま
ず
、（
３
）
で
見
る
よ
う
に
接
続
す
る
形

式
が
「g

ak
u

see

」
の
よ
う
に
形
態
的
に
完
結
し
て
い
る
自
立
形
式
に
つ
く
と
い
う
点
が
動
詞
の
語
基
部
と
い

う
付
属
形
式
に
接
続
す
る
助
動
詞
や
接
続
助
詞
と
は
異
な
る
。
ま
た
、（
４
）
で
見
る
よ
う
に
、
助
詞
と
名
詞

と
の
間
に
は
、
「
一
人
」
の
よ
う
な
別
の
語
が
挿
入
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
（
５
）
で
見
る
よ
う
に
他
の
自
立

形
式
に
付
属
す
る
助
詞
（
「
と
」
）
が
助
詞
（
「
の
」
）
と
名
詞
の
間
に
介
在
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
助
詞
は
助
動
詞
や
接
続
助
詞
よ
り
独
立
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
語
と
助
詞
、
接
続

助
詞
、
助
動
詞
類
の
形
式
の
独
立
性
の
強
さ
の
順
番
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 

（
６
）
独
立
性
強 

 

単
語
―
格
助
詞
・
終
助
詞
等
―
助
動
詞
・
接
続
助
詞 

 

独
立
性
弱 
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こ
れ
を
踏
ま
え
て
洋
式
日
本
文
典
の
分
類
を
見
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
助
動
詞
は
①
～
④
の
資
料
す
べ
て

に
お
い
て
動
詞
の
一
種
の
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
助
動
詞
は
発
話
の
部
分
と
し
て

独
立
し
た
形
式
で
あ
る
西
洋
文
典
の
そ
れ
と
は
違
い
（
例I m

u
st g

o
.

）
、
そ
れ
単
独
で
は
使
わ
れ
な
い
付
属

形
式
で
あ
る
。
助
動
詞
が
一
語
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
洋
式
日
本
文
典
で
は
語
が
「
発
話
の
部
分
」
で

あ
る
と
い
う
よ
う
な
前
提
が
な
く
、
英
学
文
典
や
蘭
学
文
典
の
助
動
詞
が
動
詞
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

た
の
を
そ
の
ま
ま
倣
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
洋
式
日
本
文
典
で
は
、
語
の

形
態
的
独
立
性
と
完
結
性
に
つ
い
て
は
十
分
な
認
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
助
詞
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
助
詞
は
そ
れ
自
身
で
独
立
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
た
め
、
助
動
詞
、
接
続
助

詞
よ
り
独
立
性
が
強
い
と
し
て
も
、
名
詞
や
動
詞
と
同
じ
よ
う
な
一
語
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
助
詞
、
接
続
助
詞
、
助
動
詞
類
は
西
洋
語
の
前
置
詞
や
助
動
詞
類
と
は
語
の
認

識
が
違
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
洋
式
日
本
文
典
で
は
、
す
べ
て
の
資
料
に
お
い
て
助
動
詞
が
動
詞
の
一

種
の
語
と
し
て
扱
わ
れ
、
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
と
④
藤
田
惟
正
・
高
橋
富
兄
『
日
本
文
法
問
答
』
で
は
、

｢

後
詞
」
と
い
う
品
詞
で
助
詞
、
接
続
助
詞
も
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
語
が
「
発
話
の
部
分
」

で
あ
る
と
い
う
西
洋
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識
の
前
提
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
洋
式
日
本
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識
を
整
理
す
る
と
、
①
語
の
意
味
、
形
態
、
統
語
的
性
質
に
つ
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い
て
の
明
確
な
基
準
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
②
元
に
な
っ
て
い
る
西
洋
文
典
の
品
詞
分
類
を
そ
の
ま
ま
日

本
語
の
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
お
り
、
③
語
に
つ
い
て
の
西
洋
文
典
の
基
本
的
な
前
提―

形
態
的
に
そ
れ
自
身
で

切
っ
て
言
え
る
独
立
し
た
単
位―

に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解
が
な
か
っ
た
、
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

 

（
２
）
明
治
前
期
の
伝
統
的
文
典
に
お
け
る
語
の
認
識 

 

本
節
で
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
国
語
学
の
語
分
類
を
引
き
継
い
だ
伝
統
的
文
典
に
お
け
る
語
の

認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
伝
統
的
文
典
と
し
て
は
、
①
堀
秀
成
『
日
本
語
学
階
梯
』
（1

8
7

7

）
、
②
物
集
高

見
『
日
本
文
法
問
答
』
（1
8

7
8

）
、
③
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
（1

8
7

9

）
、
④
大
槻
修
二
『
小
学
日
本
文
典
』 

 

(
1

8
8

1

）
の
四
冊
を
対
象
と
す
る
。 

ま
ず
、
①
～
④
の
文
典
で
は
動
詞
の
活
用
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
③
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
で
「
此
ノ
書
ハ
、
多
ク
詞
八
衢
、
詞
通
路
、
山
口
栞
等
ノ
諸
書
ヲ
援
引

セ
リ
」（
巻
一
例
言
、
一
オ
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
文
典
が
活
用
を
中
心
に
発
達
し
た
伝
統
的
国

語
学
の
研
究
を
受
け
継
い
で
い
る
た
め
で
あ
る
。 

次
に
、
各
資
料
の
品
詞
分
類
を
整
理
す
る
と
、
次
の
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
表
２
を
見
る
と
、
語
の
種
類

は
三
つ
な
い
し
四
つ
で
、
前
節
で
検
討
し
た
洋
式
日
本
文
典
の
七
つ
な
い
し
八
つ
の
分
類
と
は
明
ら
か
に
違 
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う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
語
の
分
類
の
基
準
は
、
活
用
の
有
無
が
最
も
重
要
な
要
素
と
し

て
働
い
て
お
り
（
①
②
③
④
）
、
こ
の
他
、
自
立
形
式
か
付
属
形
式
か
と
い
う
点
が
語
の
分

類
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
（
①
）
。
活
用
の
有
無
で
品
詞
が
分
類
さ
れ
る
の
は
、

①
堀
秀
成
『
日
本
語
学
階
梯
』
の
「
言
―
詞
」
、
②
物
集
高
見
『
日
本
文
法
問
答
』
の
「
体

言
―
作
用
言
、
形
状
言
」
、
③
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
の
「
体
言
―
用
言
」
、 

④
大
槻
修

二
『
小
学
日
本
文
典
』
5

の
「
名
詞
―
動
詞
」
の
分
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
者
が
活
用
が

無
い
も
の
、
後
者
が
活
用
が
有
る
も
の
と
い
う
対
立
関
係
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
自

立
形
式
か
付
属
形
式
か
と
い
う
点
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
は
、 

①
堀
秀
成
『
日
本
語
学

階
梯
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
①
堀
秀
成
『
日
本
語
学
階
梯
』
で
は
、
自
立
形
式
の
「
言
」

(

名
詞
、
副
詞
等
）
と｢

詞
」（
用
言
）
に
対
し
て
、
付
属
形
式
の
「
辞
」（
助
動
詞
、
助
詞
、

接
続
助
詞
等
）
を
別
の
品
詞
と
し
て
立
て
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
自
立
形
式
か

付
属
形
式
か
と
い
う
基
準
は
、
対
象
と
し
た
四
つ
の
伝
統
的
文
典
で
は
例
外
的
で
あ
る
。

②
～
④
の
資
料
に
お
い
て
、
①
堀
秀
成
『
日
本
語
学
階
梯
』
の
「
辞
」
に
類
似
す
る
品
詞

は
、
資
料
②
の
「
辞
」
、
資
料
③
の
「
助
詞
」
、
資
料
④
の
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
②
の
「
辞
」
に
は
感
動
詞
や
疑
問
詞
が
、
③
の
「
助
詞
」
に
は
副
詞
が
含
ま
れ

表２ 伝統的文典の品詞分類 

① 言、詞、辞 

②③ 体言、作用言（用言とも）、形状言、辞（助詞とも） 

④ 名詞、動詞（用言とも）、装詞、テニヲハ（辞とも） 
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て
お
り
、
助
詞
や
助
動
詞
だ
け
で
は
な
く
、
感
動
詞
、
疑
問
詞
、
副
詞
の
よ
う
な
自
立
形
式
も
所
属
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
が
付
属
形
式
を
ま
と
め
た
語
群
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
④
大
槻
修
二
『
小
学
日
本

文
典
』
の
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
に
は
助
詞
、
接
続
助
詞
の
よ
う
な
活
用
し
な
い
付
属
形
式
類
が
含
ま
れ
る
が
、
こ

れ
は
こ
れ
ら
が
単
に
付
属
形
式
と
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
は
な
い
6

。
仮
に
付
属
形
式
を
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
に

ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
助
動
詞
も
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
助
動
詞
は
④

大
槻
修
二
『
小
学
日
本
文
典
』
で
「
脚
結
言
」
と
呼
ば
れ
、「
作
用
言
」（
動
詞
）
、「
形
状
言
」（
形
容
詞
）
と

共
に
「
動
詞
」
の
一
種
類
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
上
巻
、
三
八
オ
）
。
助
動
詞
が
「
動
詞
」
の
一
種
類
に
な

る
の
は
、
活
用
す
る
形
式
を
「
動
詞
」
に
ま
と
め
て
お
り
、
日
本
語
の
助
動
詞
も
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
。

つ
ま
り
、
④
大
槻
修
二
『
小
学
日
本
文
典
』
に
お
い
て
も
付
属
形
式
か
自
立
形
式
か
の
区
別
よ
り
、
活
用
の

有
無
と
い
う
基
準
が
よ
り
強
く
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
伝
統
的
文
典
に
お
け
る
品
詞
分
類
は
西
洋
文
典
に
お
け
る
語
の
分
類
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
品
詞
分
類
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
伝
統
的
文
典
に

お
け
る
品
詞
分
類
は
語
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
語
の
分
類
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
代

言
語
学
の
用
語
で
言
う
な
ら
、
形
態
素
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
し
た
形
態
素
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
近

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
①
〜
④
の
資
料
に
お
け
る
品
詞
分
類
に
は
、
名
詞
、
動
詞
の
よ
う
な
自
立
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形
式
だ
け
で
は
な
く
、
助
詞
、
接
続
助
詞
、
助
動
詞
の
よ
う
な
付
属
形
式
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
。
助
詞
、
接
続
助
詞
、
助
動
詞
等
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
文
典
に
お
け
る
語
が

持
つ
形
態
的
完
結
生
・
独
立
性
を
持
た
な
い
。「
私
が
」「
行
け
ば
」「
食
べ
た
り
」
の
傍
線
部
の
よ
う
な
形
式

が
品
詞
分
類
の
対
象
に
入
る
た
め
に
は
、
形
態
的
完
結
生
と
は
異
な
る
見
方
で
、
語
よ
り
小
さ
い
意
味
を
持

つ
単
位
と
い
う
考
え
方
が
必
要
と
な
る
。
形
態
的
完
結
生
よ
り
小
さ
い
単
位
の
「
意
味
」
の
方
に
重
点
が
移

行
す
る
と
、
助
詞
、
助
動
詞
等
も
意
味
（
文
法
的
機
能
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
品
詞
分
類
の
対
象
に
入
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
。 

次
の
根
拠
と
し
て
は
、
伝
統
的
文
典
の
活
用
に
対
す
る
見
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
伝
統
的

文
典
は
動
詞
の
活
用
図
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
四
段
活
動
詞
の
活
用
の
説
明
を
見
る
と
、「
住
ま

―
住
み
―
住
む
―
住
む
―
住
め
」
の
よ
う
に
変
化
す
る
活
用
図
が
示
さ
れ
（
③
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
巻

一
、
九
ウ
の
例
）
、
そ
れ
に
接
続
す
る
助
詞
、
接
続
助
詞
、
助
動
詞
等
は
「
（
住
ま
）
ば
―
（
住
み
）
き
―
（
住

む
）
ま
じ
―
（
住
む
）
か
な
―
（
住
め
）
ど
」
の
よ
う
に
動
詞
の
活
用
図
の
外
か
ら
追
加
さ
れ
る
別
形
式
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
動
詞
の
活
用
は
助
詞
や
助
動
詞
等
の
前
の
活
用
語
尾
の
所
で
終
り
、
形

態
的
完
結
性
・
独
立
性
を
持
た
な
い
「
住
ま
―
住
み
―
住
め
」
の
形
を
も
活
用
形
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
活
用
形
が
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
よ
り
「
住
ま
―
住
み
―
住
む
―
住
め
」
に
共
通
す
る
同
一
の
意
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味
を
軸
に
し
た
単
位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
形
態
素
の
単
位
に
相
通
す
る
。
形
態

素
は
自
立
形
式
か
付
属
形
式
か
に
関
わ
り
な
く
、
意
味
を
持
つ
単
位
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
「
住
ま
ば
」

が
一
つ
の
単
位
で
は
な
く
、「
住
ま
＋
ば
」
の
二
つ
の
単
位
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
認
識
は
語
で
は
な
く
、
形

態
素
の
よ
う
な
要
素
の
「
意
味
」
の
パ
ー
ツ
と
い
う
見
方
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
伝
統
的
文
典
の
②
～
④
の
資
料
に
お
い
て
語
を
四
つ
に
分
類
す
る
の
は
、
江
戸
期
の
国
語
学
に
お

け
る
富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
（1

7
7

8

）
や
鈴
木
朖
『
言
語
四
種
論
』
（1

8
2

4

）
の
そ
れ
に
類
似
す
る
7

。

富
士
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
で
は
、
語
を
「
名
」
（
名
詞
）
、
「
装
」
（
動
詞
、
形
容
詞
）
、
「
挿
頭
」
（
代
名
詞
、

副
詞
、
接
続
詞
、
感
動
詞
、
接
頭
辞
）
、「
脚
結
」（
助
詞
、
助
動
詞
、
接
尾
辞
、
活
用
語
尾
）
の
四
種
に
分
け

る
。
ま
た
、
鈴
木
朖
『
言
語
四
種
論
』
で
も
、
「
体
ノ
詞
」
（
名
詞
）
、
「
作
用
ノ
詞
」
（
動
詞
）
、
「
形
状
ノ
詞
」

(

形
容
詞
）
、
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
（
助
詞
、
助
動
詞
、
感
動
詞
、
接
尾
辞
、
活
用
語
尾
）
の
四
種
に
分
け
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
伝
統
的
文
典
に
お
け
る
語
の
分
類
が
江
戸
期
以
来
の
伝
統
的
な
語
分
類
に
倣
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
江
戸
期
以
来
の
伝
統
的
な
国
語
学
に
お
け
る
活
用
の
見
方
も
前
述
の
伝
統
的

文
典
と
同
様
、
活
用
は
活
用
語
尾
で
止
め
ら
れ
、
活
用
語
尾
に
接
続
す
る
助
詞
、
助
動
詞
等
は
動
詞
活
用
の

外
側
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
伝
統
的
文
典
の
活
用
認
識
も
江
戸
期
以
来
の
伝
統
的
国
語
学
に

倣
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 
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３ 

大
槻
文
彦
文
法
に
お
け
る
語
の
認
識 

  
洋
式
日
本
文
典
と
伝
統
的
文
典
の
品
詞
分
類
が
混
在
す
る
明
治
前
期
の
錯
綜
し
た
状
況
に
対
し
、
両
方
の

分
類
法
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
応
の
解
決
を
見
出
し
た
の
が
大
槻
文
彦
文
法
の
品
詞
分
類
で
あ
る
。
第

１
節
で
述
べ
た
よ
う
に
大
槻
文
法
の
語
分
類
は
、
現
行
の
学
校
文
法
の
品
詞
分
類
の
基
礎
を
築
い
た
も
の
で

あ
り
、
近
代
文
法
学
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
以
下
で
は
、
大
槻
文
法
が
明
治
前
期
に
お
け
る
品
詞
分
類
の
錯

綜
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
今
日
に
繋
が
る
語
の
認
識
に
導
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

ま
ず
、
大
槻
文
法
の
品
詞
分
類
に
つ
い
て
見
る
。
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
・
同
別
記
』（1

8
9

7

）
で
は
品

詞
を
「
名
詞
、
動
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
テ
ニ
ヲ
ハ
、
感
動
詞
」
の
八
つ
に
分
け
る
。

こ
の
八
品
詞
は
、
前
節
で
考
察
し
た
伝
統
的
国
語
学
の
三
な
い
し
四
つ
の
語
分
類
と
は
違
う
も
の
で
、
洋
式

日
本
文
典
の
八
品
詞
分
類
に
類
似
す
る
。
た
だ
し
、
２
（
１
）
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
洋
式

日
本
文
典
で
は
助
動
詞
は
動
詞
の
一
種
と
し
て
処
理
さ
れ
、
単
独
の
品
詞
と
し
て
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の

が
、『
広
日
本
文
典
・
同
別
記
』
で
は
独
立
の
品
詞
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
点
が
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大

槻
の
「
助
動
詞
」
は
金
（2

0
1

0

）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
動
詞
、
形
容
詞
、
名
詞
に
接
続
し
、
活
用
す
る
付

属
形
式
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
品
詞
名
そ
の
も
の
は
西
洋
文
典
に
倣
っ
て
い
る
が
、
品
詞
の
中
身
は
、
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伝
統
的
国
語
学
に
お
け
る
活
用
す
る
テ
ニ
ヲ
ハ
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

次
に
、
大
槻
文
法
が
立
て
た
品
詞
を
西
洋
文
典
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、「
助
動
詞
」「
テ
ニ
ヲ
ハ
」「
感
動

詞
」
の
三
つ
の
品
詞
の
中
身
が
西
洋
文
典
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
大
槻
文
法
の
「
助
動
詞
」
に
は
活
用
す
る

付
属
形
式
が
収
め
ら
れ
、「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
に
は
活
用
し
な
い
付
属
形
式
の
助
詞
、
接
続
助
詞
等
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
大
槻
文
法
の
「
助
動
詞
」「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
類
は
、
付
属
形
式
で
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
を
持
た
な
い

た
め
、
西
洋
文
典
の
助
動
詞
や
前
置
詞
と
は
語
と
し
て
の
性
質
が
違
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
槻
文
法
の

｢

感
動
詞
」
は
「
人
情
感
動
ス
ル
所
ア
ル
」
（1

8
9

7
: 2

1
0

）
と
説
明
さ
れ
、
「
あ
ら
」
「
あ
な
」
の
よ
う
な
自
立

形
式
の
例
と
と
も
に
「
春
の
桜
か
」
「
取
り
や
か
は
さ
む
。
」
「
人
の
つ
ら
き
よ
」
（1

8
9

7
: 2

1
0

-2
2

9

）
の
傍
線

部
の
よ
う
な
終
助
詞
、
間
投
助
詞
等
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
洋
文
典
の
感
動
詞
は
「h

u
rrah

!

」

｢
O

h
!

」(

英
吉
利
文
典
の
例
）
、「h

elaas!

」「ach
!

」（
訳
和
蘭
文
語
の
例
文
）
の
よ
う
に
、
発
話
の
部
分
と
し

て
そ
れ
自
身
独
立
し
て
言
え
る
語
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
槻
の
「
感
動
詞
」
に
は
、
付
属
形

式
の
終
助
詞
や
間
投
助
詞
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
洋
式
日
本
文
典
と
同
様
、
語
が
発
話
の
部
分
と
し

て
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
を
持
つ
単
位
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
大

槻
文
法
の
「
助
動
詞
」
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
「
感
動
詞
」
の
品
詞
名
そ
の
も
の
は
西
洋
文
典
の
助
動
詞
、
前
置
詞
、

感
動
詞
に
類
似
す
る
が
、
品
詞
の
中
身
そ
の
も
の
は
語
の
内
部
の
意
味
を
持
つ
要
素
を
切
り
取
っ
た
形
態
素
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の
よ
う
な
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
語
の
認
識
は
前
節
で
考
察
し
た
伝
統
的
文
典
の

語
の
認
識
と
同
様
で
あ
る
。 

大
槻
の
こ
の
よ
う
な
語
の
認
識
は
、
大
槻
が
接
頭
辞
、
接
尾
辞
類
を
単
語
と
し
て
認
め
て
い
る
点
を
見
る

と
、
よ
り
明
白
で
あ
る
。
大
槻
文
法
で
は
接
頭
辞
、
接
尾
辞
類
は
八
品
詞
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
八

品
詞
の
他
に
あ
る
単
語
類
と
し
て
品
詞
分
類
の
後
に
説
明
さ
れ
る
。
大
槻
は
（
７
）（
８
）
の
よ
う
な
助
動
詞
、

助
詞
だ
け
で
は
な
く
（
（
８
）
の
「
か
」
の
よ
う
な
感
嘆
を
表
す
助
詞
は
大
槻
文
法
で
は
「
感
動
詞
」
に
入
る
）
、

(

９
）（
10
）
の
よ
う
な
接
頭
辞
、
接
尾
辞
も
「
接
頭
語
」「
接
尾
語
」
と
し
、
単
語
と
し
て
認
め
て
い
る
（
大

槻1
8

9
7

: 2
3

5
-2

4
9

）
。 

（
７
）  

行
き
た
り
き
（
３
語
）  

 
 

行
き
（
動
詞
）
＋
た
り
（
助
動
詞
）
＋
き
（
助
動
詞
） 

 
 

 

（
８
）  

桜
か
（
２
語
）  

 
 

 
 

 

桜
（
名
詞
）
＋
か
（
感
動
詞
） 

（
９
）  

素
顔
（
２
語
）  

 
 

 
 

 

素
（
接
頭
語
）
＋
顔
（
名
詞
） 

 
 

 

（
10
） 

春
め
く
（
２
語
） 

  
 

 
 

春
（
名
詞
）
＋
め
く
（
接
尾
語
） 

大
槻
の
「
接
頭
語
」「
接
尾
語
」
に
は
、（
９
）（
10
）
の
他
、「
か
弱
し
」「
打
ち
語
ら
ふ
」「
深
さ
」「
大
臣
だ

ち
」
の
傍
線
部
の
よ
う
な
形
式
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
大
槻
の
「
接
頭
語
」「
接
尾
語
」
は
自
立
し
て
は
用
い

ら
れ
ず
、
必
ず
他
の
形
式
に
付
属
す
る
形
式
で
、
語
の
内
部
の
意
味
を
持
つ
要
素
を
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
単
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位
と
し
て
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
形
態
素
の
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
考
察
し
た
大
槻
文
法
の
語
の
認
識
を
ま
と
め
る
と
、
①
品
詞
分
類
の
枠
組
み
そ
の
も
の
は
西
洋
文
典

に
倣
い
、
②
品
詞
分
類
の
基
本
と
な
る
語
の
認
識
は
伝
統
的
国
語
学
の
形
態
素
的
な
認
識
を
受
け
継
い
で
い

る
、
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

 

４ 

ま
と
め 

  

本
稿
で
は
、
近
代
日
本
の
文
法
学
成
立
期
を
対
象
と
し
て
、
明
治
前
期
の
洋
式
日
本
文
典
、
伝
統
的
文
典

に
お
け
る
語
の
認
識
お
よ
び
、
西
洋
文
典
と
伝
統
的
国
語
学
の
成
果
を
折
衷
さ
せ
た
大
槻
文
彦
文
法
の
語
の

認
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
治
前
期
の
洋
式
日
本
文
典
と
伝
統
的
文
典
の
語
の
認
識
が
錯
綜
し
て
い
る
状

況
に
、
大
槻
文
彦
は
両
者
を
折
衷
さ
せ
る
こ
と
で
一
応
の
解
決
策
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、
品
詞
分
類
の
枠

組
み
そ
の
も
の
は
西
洋
文
典
に
倣
い
な
が
ら
、
品
詞
分
類
の
基
本
と
な
る
語
の
認
識
は
伝
統
的
認
識
を
受
け

継
ぎ
、
語
の
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
よ
り
語
の
要
素
の
「
意
味
」
を
切
り
出
す
形
態
素
的
な
語
認
識
に
基

礎
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
大
槻
の
語
の
認
識
は
「
意
味
」
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
大
槻
の
品
詞
分
類
は
橋
本
進
吉
文
法
を
採
用
し
た
国
定
教
科
書
の
『
中
等
文
法
』（1

9
4

3

）
に
引
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き
継
が
れ
8

、
今
日
の
学
校
文
法
の
品
詞
分
類
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
日
の
学
校
文
法
の
語

の
認
識
も
意
味
重
視
の
色
彩
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。 

 

資
料 

〇
明
治
前
期
洋
式
日
本
文
典
と
伝
統
的
文
典
：
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」 

〇
大
庭
雪
斎
（1

8
5

6

）『
訳
和
蘭
文
語
』
：
『
近
世
蘭
語
学
資
料 

和
蘭
文
法
書
集
成
』
ゆ
ま
に
書
房 

〇
『
英
吉
利
文
典
』
（
開
成
所
版1

8
6

6

）
：
杉
本
つ
と
む
編
『
日
本
英
語
文
化
史
資
料
』
八
坂
書
房 

〇
富
士
谷
成
章
（1

7
7

8
）
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
：
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
桜
楓
社 

〇
鈴
木
朖
（1

8
2

4

）
『
言
語
四
種
論
』
：
『
言
語
四
種
論 

雅
語
音
声
考
・
希
雅
影
印
』（
勉
誠
社
文
庫
）
勉
誠
社 

  
 

 

注 

1 

近
年
、
言
語
学
の
観
点
か
ら
語
と
は
何
か
に
つ
い
て
本
質
的
に
論
じ
て
い
る
も
の
に
宮
岡
（2

0
0

2

）
が
あ
る
。
宮
岡

(
2

0
0

2

）
で
は
語
を
「
記
号
面
に
お
け
る
最
小
の
結
節
」（p

.1
9

）
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、
日
本
語
の
語
に
つ
い
て
分

析
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
本
稿
で
言
う
語
の
形
態
的
完
結
性
・
独
立
性
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

2 

感
詞
は
、
②
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
で
は
「
感
動
詞
」
と
呼
ば
れ
る
。 

3 

蘭
学
文
典
の
『
訳
和
蘭
文
語
』
で
は
十
品
詞
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
①
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
七
品

詞
に
減
っ
て
い
る
の
は
、『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
『
訳
和
蘭
文
語
』
の
陪
辞
（
名
詞
修
飾
語
）
が
「
形
容
詞
」
に
、

数
辞
（
数
詞
）
が
「
名
詞
」
に
統
合
さ
れ
、
ま
た
『
訳
和
蘭
文
語
』
の
冒
辞
（
前
置
詞
）
に
当
た
る
品
詞
が
立
て
ら
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れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。 

4 

英
語
学
史
の
中
で
、ety

m
o

lo
g

y

と
い
う
用
語
は
十
六
～
十
九
世
紀
前
半
ま
で
の
品
詞
論
を
指
す
も
の
で
、
特
に
語

形
変
化
と
語
形
成
が
中
心
的
な
内
容
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
グ
ノ
イ
ス2

0
0

3

）
。 

5 
④
大
槻
修
二
『
小
学
日
本
文
典
』
の
「
装
詞
」
と
は
、
接
頭
辞
、
副
詞
、
形
容
詞
連
体
形
等
の
よ
う
な
、
名
詞
や
動

詞
の
前
で
そ
れ
ら
を
修
飾
す
る
形
式
を
指
す
。 

 

6 

④
大
槻
修
二
『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
を
「
総
べ
て
の
言
葉
の
下
に
添
ひ
て
其
言
葉
の
意
を
定
む
る

者
」
で
「
必
言
葉
と
言
葉
と
の
間
に
居
り
上
の
意
を
承
け
て
下
の
言
葉
に
接
ぐ
者
」（
下
巻
、
三
二
オ
）
と
し
、
語
と

語
の
間
の
関
係
性
の
表
示
と
い
う
文
法
的
機
能
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
を
規
定
し
て
い
る
。 

 

7 

資
料
①
堀
秀
成
『
日
本
語
学
階
梯
』
の
「
言
」「
詞
」「
辞
」
と
い
う
品
詞
分
類
と
そ
れ
に
所
属
す
る
語
類
は
富
樫
広

蔭
の
『
詞
玉
橋
』（1

8
4

7

）
の
分
類
に
非
常
に
類
似
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

8 

橋
本
文
法
で
は
連
体
詞
が
立
て
ら
れ
、
語
の
分
類
の
基
準
も
大
槻
文
法
と
は
異
な
る
が
、
品
詞
の
中
身
そ
の
も
の
は

類
似
点
が
多
い
。 
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